
(57)【要約】

【課題】従来の海面廃棄物処分場における遮水シートの

接続を水中で行うことは困難であるか不可能であった。

【解決手段】本発明の海面廃棄物処分場の遮水シート継

手は、一方及び他方の型枠と、難透水性材料とより成り

、上記一方の型枠が被継手遮水シートの端部に接着され

ており、他方の型枠が継手用遮水シートの端部に接着さ

れており、上記被継手用遮水シートの端部と継手用遮水

シートの端部が重ね合わされた状態で上記型枠の一方及

び他方が上記難透水性材料を充填すべき袋状空所を形成

することを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 と 、 難 透 水 性 材 料 と よ り 成 り 、 上 記 一 方 の 型 枠 が 被 継 手 用 遮 水 シ ー
ト の 端 部 に 接 着 さ れ て お り 、 他 方 の 型 枠 が 継 手 用 遮 水 シ ー ト の 端 部 に 接 着 さ れ て お り 、 上
記 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト の 端 部 と 継 手 用 遮 水 シ ー ト の 端 部 が 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で 上 記 型 枠
の 一 方 及 び 他 方 が 上 記 難 透 水 性 材 料 を 充 填 す べ き 袋 状 空 所 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 海
面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 型 枠 の 一 方 及 び 他 方 が 所 定 の 高 さ の 支 持 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 型 枠 の 端 面 に 上 記 難 透 水 性 材 料 の 漏 出 防 止 用 ブ ロ ッ ク が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 難 透 水 性 材 料 が 、 変 形 追 随 性 を 有 す る ア ス フ ァ ル ト マ ス チ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 難 透 水 性 材 料 が 、 珪 酸 塩 類 と ア ル カ リ 金 属 塩 類 の 何 れ か １ つ と 、 粘 性 土 と 、 粘 土 鉱
物 （ ベ ン ト ナ イ ト ） と を 含 む 変 形 追 随 性 を 有 す る 土 質 系 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 難 透 水 性 材 料 が 、 粘 性 土 と 、 粘 土 鉱 物 （ ベ ン ト ナ イ ト ） と を 含 む 変 形 追 随 性 を 有 す
る 土 質 系 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮
水 シ ー ト 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 、 特 に 、 遮 水 シ ー ト を 水 中 で 接 続 可 能 な 海
面 廃 棄 物 処 分 場 に お け る 遮 水 シ ー ト 継 手 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 遮 水 シ ー ト 継 手 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に ２ 枚 の シ ー ト を 気 中 に お い て
熱 溶 着 に よ り ま た は 接 着 剤 に よ っ て 接 合 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ０ ４ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 熱 溶 着 や 接 着 剤 に よ る 継 手 シ ー ト の 接 合 作 業 は 、 気 中 で は 容 易 で あ る が 、 水 中 で
の 接 合 は 困 難 で あ る か ま た は 不 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 シ ー ト を 接 合 す る 場 合 は 、 一 旦 水
中 に 敷 設 し た も の を 再 浮 上 さ せ シ ー ト 端 部 を 水 面 に 浮 か べ る 必 要 が あ り 、 特 に 法 面 や 斜 面
で の 施 工 は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 左 右 両 方 向 か ら シ ー ト が 敷 設 さ れ て き て い る 場 合 で は 、 気 中 で 接 着 し た も の を 水
中 に 敷 設 す る 必 要 が あ る 。 気 中 で の 接 着 作 業 の 際 は 、 シ ー ト 本 体 の 伸 び に 期 待 し 、 接 着 後
水 中 に 敷 設 さ れ た 際 は 、 も と の 長 さ に 戻 る こ と を 想 定 す る が 、 実 際 に は シ ー ト の 残 留 変 形
が あ る た め 、 水 中 に 敷 設 さ れ た 際 に 皺 が よ る な ど 、 遮 水 性 能 へ の 悪 影 響 が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 欠 点 を 除 く よ う に し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 は 、 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 と 、 難 透 水 性 材 料
と よ り 成 り 、 上 記 一 方 の 型 枠 が 被 継 手 遮 水 シ ー ト の 端 部 に 接 着 さ れ て お り 、 他 方 の 型 枠 が
継 手 用 遮 水 シ ー ト の 端 部 に 接 着 さ れ て お り 、 上 記 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト の 端 部 と 継 手 用 遮 水
シ ー ト の 端 部 が 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で 上 記 型 枠 の 一 方 及 び 他 方 が 上 記 難 透 水 性 材 料 を 充 填
す べ き 袋 状 空 所 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 型 枠 の 一 方 及 び 他 方 は 所 定 の 高 さ の 支 持 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 型 枠 の 端 面 に 上 記 難 透 水 性 材 料 の 漏 出 防 止 用 ブ ロ ッ ク が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 難 透 水 性 材 料 は 、 変 形 追 随 性 を 有 す る ア ス フ ァ ル ト マ ス チ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 難 透 水 性 材 料 は 、 珪 酸 塩 類 と ア ル カ リ 金 属 塩 類 の 何 れ か １ つ と 、 粘 性 土 と 、 粘 土 鉱
物 （ ベ ン ト ナ イ ト ） と を 含 む 変 形 追 随 性 を 有 す る 土 質 系 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 難 透 水 性 材 料 は 、 粘 性 土 と 、 粘 土 鉱 物 （ ベ ン ト ナ イ ト ） と を 含 む 変 形 追 随 性 を 有 す
る 土 質 系 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 遮 水 シ ー ト 自 体 は 気 中 で は 接 合 せ ず 、 シ ー ト の 重 ね 合 せ 部 分 を 水 中 で
シ ー ル す る の が 可 能 と な り 、 従 来 の 気 中 で の 継 手 施 工 と 比 較 し 、 遮 水 シ ー ト 敷 設 の 中 断 ・
再 開 が 容 易 で あ り 、 施 工 時 の 自 由 度 が 上 が る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 水 中 で シ ー ト を 敷 設 し た 状 態 で 施 工 可 能 で あ り 、 施 工 に 伴 い シ ー ト に 皺 が よ ら な
い た め 、 シ ー ト が 破 損 す る 恐 れ が 無 く 、 確 実 な 遮 水 機 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 難 透 水 性 遮 水 材 は 、 地 震 時 等 に お い て シ ー ト が 施 設 さ れ た 地 盤 面 が 変 形 し た 場 合
で も ひ び 割 れ た り せ ず に 、 変 形 に 追 随 す る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 図 面 に よ っ て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 例 １ と し て 、 外 周 護 岸 開 口 部 に お い て 、 本 発 明 を 適 用 す る 場 合 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 図 １ に 示 す よ う に 例 え ば シ ー ト 材 よ り 成 る 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 ６ ａ ，
６ ｂ の 下 面 を 夫 々 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト ５ の 端 部 ５ ａ と 継 手 用 遮 水 シ ー ト ７ の 端 部 ７ ａ に 、
こ れ ら シ ー ト ５ ， ７ を 水 中 に 敷 設 す る 前 に 、 気 中 で 熱 溶 着 に よ り ま た は 接 着 剤 に よ り 取 付
け て お く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ １ ） 開 口 部 形 状
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 般 に 海 面 廃 棄 物 処 分 場 地 の 外 周 護 岸 を 築 造 す る 際 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 外 周 護 岸 １
の 一 部 に 開 口 部 ２ を 設 け 、 作 業 用 船 舶 の 航 行 を 可 能 に す る 。 こ の 際 、 ケ ー ソ ン ３ 、 裏 込 石
４ 、 こ の 裏 込 石 ４ 上 に か ぶ せ る 母 材 ま た は 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト ５ も 一 旦 開 口 部 ２ の 両 端 で
施 工 を 中 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 上 記 開 口 部 ２ を 閉 じ る 際 に は 図 ３ に 示 す よ う に 開 口 部 ２ に ケ ー ソ ン ３ ａ を 設 置 し 、 ま た
、 図 ４ に 示 す よ う に 裏 込 石 ４ ａ を 設 置 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ２ ） ケ ー ソ ン ・ 裏 込 石 の 施 工
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ３ ） 継 手 用 遮 水 シ ー ト の 敷 設
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 水 中 に 敷 設 す る 前 に 、 端 部 ５ ａ に 気 中 で 熱 溶 着 に よ り ま た は 接 着 剤 に よ り 一 方 の 型 枠 ６
ａ を 取 り 付 け た 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト ５ を 図 ３ に 示 す よ う に 裏 込 石 ４ ａ 上 に 設 置 し た 後 、 端
部 ７ ａ に 他 方 の 型 枠 ６ ｂ を 気 中 で 熱 溶 着 に よ り ま た は 接 着 剤 に よ り 取 付 け て お い た 継 手 用
遮 水 シ ー ト ７ を 図 ５ に 示 す よ う に 水 中 の 裏 込 石 ４ 上 に 敷 設 し 、 こ の 場 合 、 図 １ に 示 す よ う
に 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト ５ の 端 部 ５ ａ と 継 手 用 遮 水 シ ー ト ７ の 端 部 ７ ａ が 互 い に 重 ね 合 わ さ
れ 、 上 記 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 ６ ａ ， ６ ｂ の 間 に 袋 状 空 所 ６ が 形 成 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ４ ） 難 透 水 性 材 料 の 打 設 充 填
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 空 所 ６ を 形 成 す る 一 方 及 び 他 方 の 袋 状 型 枠 ６ ａ ， ６ ｂ の 端 面 に は 、 袋
状 空 所 ６ 内 に 充 填 す る 難 透 水 性 材 料 ８ の 漏 出 防 止 用 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 石 材 等 の 支 え
９ を 設 置 す る 。 難 透 水 性 材 料 と し て は 変 形 追 従 性 を 有 す る 例 え ば ア ス フ ァ ル ト マ ス チ ッ ク
や 土 質 系 材 料 を 使 用 す る 。 ま た 、 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 ６ ａ ， ６ ｂ の 外 側 面 に は 例 え ば 厚 さ
が ５ ０ ｃ ｍ 程 度 に な る 様 に 石 材 や 金 属 の 支 持 材 １ ０ を 設 置 し 、 図 ７ に 示 す よ う に 例 え ば ト
レ ミ ー 管 １ １ を 用 い て 袋 状 空 所 ６ 内 に 難 透 水 性 材 料 ８ を 水 中 打 設 す る 。 難 透 水 性 材 料 ８ の
充 填 時 に は 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 ６ ａ ， ６ ｂ に 過 大 な 荷 重 が 作 用 し な い よ う 、 複 数 回 に 分 け
順 次 下 側 か ら 打 設 を 行 な い 、 １ 回 目 の 難 透 水 性 材 料 ８ の 充 填 を 完 了 し た と き 図 ８ に 示 す よ
う に 袋 状 空 所 ６ の 上 部 に お い て 上 記 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 ６ ａ ， ６ ｂ の 上 部 を ひ も や フ ァ ス
ナ ー 等 で 閉 じ 、 難 透 水 性 材 料 ８ の ２ 回 目 以 降 の 充 填 の 際 に は 上 部 の 閉 じ た 部 分 １ ２ に 損 傷
を 与 え な い よ う に す る た め 、 図 ９ に 示 す よ う に 上 記 閉 じ た 部 分 １ ２ の 上 に 石 材 等 に よ る カ
ウ ン タ ー 材 １ ３ を 設 置 す る 。 な お 、 場 合 に よ っ て は 、 難 透 水 性 材 料 ８ を 充 填 す る 前 に あ ら
か じ め 一 方 及 び 他 方 の 型 枠 ６ ａ ， ６ ｂ の 上 部 を 閉 じ て 袋 状 に 形 成 し て お き 、 こ の 袋 内 に 注
入 パ イ プ を 挿 入 し て 難 透 水 性 材 料 を 打 設 す る 方 法 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 土 質 系 材 料 は 例 え ば 珪 酸 塩 類 と ア ル カ リ 金 属 塩 類 の 何 れ か １ つ と 、 粘 性 土 と 、 粘 土
鉱 物 （ ベ ン ト ナ イ ト ） の 全 部 を 含 む 変 形 追 随 性 を 有 す る も の ま た は 粘 性 土 と 、 粘 土 鉱 物 （
ベ ン ト ナ イ ト ） と を 含 む 変 形 追 随 性 を 有 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 現 状 に お け る 遮 水 シ ー ト の 特 性 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の う ち 、 現 時 点 で 、 本 発 明 で 使 用 が 想 定 さ れ る の は 、 （ １ ） 容 易 に 水 中 に 敷 設 可 能 で
あ る こ と 。 （ 比 重 が １ ． ０ 以 上 で あ る こ と ）
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ２ ） 熱 溶 着 が 可 能 で あ る こ と 。 （ 原 反 を 幅 広 加 工 す る 際 は 、 従 来 の 熱 溶 着 を 用 い る ）
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ３ ） 安 価 で あ る こ と
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 の 理 由 に よ り 、 塩 化 ビ ニ ル 系 シ ー ト （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト の ２ タ イ プ
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 難 透 水 性 材 料 と し て 想 定 さ れ る ア ス フ ァ ル ト マ ス チ ッ ク （ サ ン ド マ ス チ ッ ク 及 び グ ラ ベ
ル マ ス チ ッ ク ） の 配 合 例 を 表 ２ 及 び ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】

10

20

30

40

(5) JP 2007-152241 A 2007.6.21



【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 と ケ ー ソ ン の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 と ケ ー ソ ン の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 と ケ ー ソ ン の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 と ケ ー ソ ン の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 と ケ ー ソ ン の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 に 対 す る 難 透 水 性 材 料 の 充 填 説 明 用
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 海 面 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 シ ー ト 継 手 と ケ ー ソ ン の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ 　 　 外 周 護 岸
　 ２ 　 　 開 口 部
　 ３ 　 　 ケ ー ソ ン
　 ３ ａ 　 ケ ー ソ ン
　 ４ 　 　 裏 込 石
　 ４ ａ 　 裏 込 石
　 ５ 　 　 被 継 手 用 遮 水 シ ー ト
　 ５ ａ 　 端 部
　 ６ 　 　 袋 状 空 所
　 ６ ａ 　 一 方 の 型 枠
　 ６ ｂ 　 他 方 の 型 枠
　 ７ 　 　 継 手 用 遮 水 シ ー ト
　 ７ ａ 　 端 部
　 ８ 　 　 難 透 水 性 材 料
　 ９ 　 　 支 え
１ ０ 　 　 支 持 体
１ １ 　 　 ト レ ミ ー 管
１ ２ 　 　 閉 じ た 部 分
１ ３ 　 　 カ ウ ン タ ー 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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